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平成 25 年度歯科保健活動助成交付事業報告書抄録 
 

１．事業名 ：転倒予防教室 社協健康講座 

 

２．申請者名：社団法人茅ヶ崎歯科医師会  会長  中川 淳 

 

３．実施組織： 

社団法人茅ヶ崎歯科医師会   茅ヶ崎市役所 

 

４．事業の概要： 

茅ヶ崎市すこやか健康プログラム計画の中の、転倒予防教室を通じて茅ヶ崎市民に対して口腔

機能の環境を整えることの重要性を説明し理解を得る。 

市民向けの歯科訪問車を使用した介護予防事業を開催し、歯科訪問車が災害時等の口腔環境の

改善に非常に役に立つと同時に日常からの口腔内のケアの重要を認識してもらうことを目的と

した。 

 
 

５．事業の内容： 

（１）茅ヶ崎市から委託を受けた茅ヶ崎市社会福祉協議会が実施している転倒予防教室のうち    

6 回に茅ヶ崎歯科医師会は参加した。 

 
（２）65 歳以上の方で介護認定の対象にならず、あくまでも予防の効果が期待できる人が対象。歯科

医師会が要介護状態とならないために今だからできること、口腔の健康維持が全身の健康維持につな

がる重要性を説明。 

時間については限られた時間確保できた時間に歯科に対する内容の中で出来るだけ興味を引き、わか

りやすいように行うことを工夫して行った。 

 
（３）「かみ合わせと運動能力との関係」からいかに歯を残すことが重要かということを説明

し、また義歯を使用している人に対しても、同じ観点から義歯の使用が運動能力に関与すること

を述べ、今後年齢が進むにつれ、筋力を維持するのと同じように口腔環境を整えることの重要性

を再認識させた。 
（４）歯科訪問車を使用した介護予防事業を開催。 

災害時ならびに日常からの口腔ケアの重要性を歯科訪問車の有効的な活用方法について市民に周

知、理解してもらう。 

 

 

 
６．実施後の評価： 

残存歯数が多い人、定期的に歯科健診を受けている人ほど年間総医療費が低い傾向があるとい

う報告もある。口腔の健康状態を維持することの重要性を多くの方に周知させる方法として、

地域に密着した地域歯科医師会が今回のように既存の活動に参加し、繰り返しの情報発信がよ

り重要となってくるものと思われた。 

 


